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課題解決に向けたPPDACメソッド活用
• グローバルリーダーに求められる

科学的に問題を解決し判断する力（21世紀型スキル）

• PPDACメソッド（科学的探求のフレーム：Data based Problem Solving）

カナダ・米国・ニュージーランド等の学校教育で使用される定性的

課題を定量的に解決可能な問題に落とし込み分析した上で、

元の課題の文脈で判断/提案する課題解決の手順

Problem:課題から問題の構造を明確化と研究仮説の設定:

概念図・俯瞰図・特性要因図・・ブレーンストーミング

Plan : 情報（データ・資料等）の取得計画・研究のデザイン

Data : 情報（データ・資料等）の取得 ICTの活用

Analysis : 情報（データ・資料等）の分析
・傾向 ・比較 ・相関（連関）・因果 ・時系列 ・分類 ・・

Conclusion : 仮説に対する結論・判断・提言・伝達・課題
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M. H.： Environmental Science and Diplomacy in a Global Context

理想 VS 現実

問題の重要性 仮説と予想

データと資料の収集 意外な事実



統計教育の方法（企業教育・海外の学校教育）

全体の問題解決のフレームワークを先に学び，

どの場面で個々の統計の手法を用いればよいのかという点を学ぶ

数学「データの分析」，理科「課題研究」､情報「問題解決」､社会「統計
資料」、国語「論理的説明」､英語「図表の説明」，新科目「数理探求」



PPDACコンピテンシー評価尺度
SGHグローバルリーダーシップ調査報告書 8章

会場２(120講義室）でコンピテンシー調査結果の説明




